
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
が
決
定
し
将

来
的
に
は
二
十
名
の
雇
用
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
移
転
後
の
現
庁
舎

に
は
、
大
学
や
専
門
学
校
の
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
に
取

り
組
む
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂

く
中
で
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
。
皆

さ
ん
の
お
力
を
か
し
て
頂
き
た
い
。

A
　
萩
原
の
崩
壊
し
た
墓
地
の
今

後
を
問
う
。

B
　
七
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り

大
規
模
な
崩
落
が
発
生
、
多
数
の

土
石
や
遺
骨
が
流
出
。
北
側
の
お

墓
へ
の
通
路
が
通
行
で
き
な
い
。

迂
回
路
を
開
設
し
案
内
看
板
を
設

置
し
た
。
斜
面
の
復
旧
や
土
砂
撤

去
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
お
墓
の
移
転
が

必
要
な
方
の
手
続
き
は
本
市
環
境

課
に
お
い
て
対
応
す
る
。

A
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
七
月
豪
雨
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
主
体
と
し
て
七
月
十
日

か
ら
六
日
間
、
個
人
、
中
学
校
高

校
各
種
団
体
等
様
々
な
方
か
ら
参

加
頂
い
た
。
述
べ
九
百
四
十
八
名
、

家
屋
の
浸
水
に
伴
う
泥
や
家
財
の

撤
去
等
百
四
十
五
件
を
対
応
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
当
に
大
切
だ

と
実
感
し
た
。

A
　
来
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
の
支
給
額
は
高
知

県
全
体
で
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

B
　
平
成
三
十
年
二
月
の
県
の
試

算
で
は
、
平
成
三
十
一
年
度
年
間

七
億
一
千
四
百
万
円
で
、
満
額
と

な
る
平
成
四
十
五
年
度
で
は
二
十

一
億
三
千
九
百
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

A
　
宿
毛
市
へ
の
分
配
額
は
ど
の

程
度
か
。

B
　
来
年
度
一
千
八
百
万
円
で
そ

の
後
段
階
的
に
増
額
さ
れ
平
成
四

十
五
年
以
降
は
年
間
六
千
二
百
万

円
と
な
る
。

A
　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
予
算

の
運
用
形
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

B
　
新
た
な
基
金
を
設
置
の
上
、

長
期
的
な
視
点
で
計
画
的
に
運
用

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

A
　
現
在
の
市
の
動
き
は
ど
の
程

度
か
。

B
　
来
年
度
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、

幡
多
林
業
事
務
所
を
中
心
と
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

他
市
町
村
と
の
情
報
共
有
や
連
携

体
制
の
協
議
を
行
う
一
方
、
森
林

組
合
な
ど
林
業
事
業
と
円
滑
に
事

業
が
行
え
る
よ
う
事
前
準
備
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

A
　
現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
制
度
に
代
わ
っ
て
再
来
年
四
月

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

B
　
来
年
の
六
月
か
ら
九
月
議
会

に
条
例
制
定
・
改
正
議
案
を
提
出

し
、
十
月
以
降
に
募
集
を
行
う
。

A
　
臨
時
職
員
の
中
に
は
こ
の
改

正
に
よ
る
雇
い
止
め
を
危
惧
す
る

声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

B
　
今
回
の
改
正
が
原
因
と
な
る

雇
い
止
め
は
想
定
し
て
い
な
い
。

A
　
任
用
、
勤
務
条
件
等
の
近
隣

市
と
の
調
整
、
均
衡
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

B
　
現
在
ど
の
市
町
村
も
臨
時
非

常
勤
職
員
の
実
態
把
握
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
給
与
体
系
や

勤
務
条
件
を
提
示
で
き
る
段
階
で

は
な
い
が
、
高
知
県
内
の
統
一
が

困
難
な
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も

幡
多
郡
内
で
は
統
一
的
な
運
用
と

な
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
の
臨
時
職
員
の
賞
与

の
支
給
規
定
は
、
四
万
十
市
並
び

に
土
佐
清
水
市
に
比
べ
て
余
り
に

も
低
す
ぎ
は
し
な
い
か
。

B
　
宿
毛
市
は
両
市
に
比
べ
て
特

別
賃
金
が
少
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
六
月
、
十
二
月
、
全
体
で
何

日
分
宿
毛
市
が
少
な
い
の
か
。

B
　
現
在
宿
毛
市
で
は
支
給
日
数

が
六
月
、
十
二
月
そ
れ
ぞ
れ
十
二

日
分
と
な
っ
て
い
て
、
土
佐
清
水

市
と
比
べ
る
と
九
日
分
が
二
回
、計

十
八
日
分
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

A
　
三
十
一
年
度
な
ど
と
悠
長
な

こ
と
で
は
な
し
に
す
ぐ
に
で
も
見

直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
平
成
二
十
九
年
度
に
支
給
日

数
を
八
日
分
増
や
す
よ
う
見
直
し

を
行
っ
た
が
、
宿
毛
市
が
特
別
賃

金
が
低
い
状
況
は
ご
指
摘
の
と
お

り
な
の
で
、
三
十
一
年
度
か
ら
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

A
　
条
例
で
設
置
し
た
協
議
会
の

活
動
状
況
を
問
う
。

B
　
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
市

民
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
等
の

十
名
で
構
成
し
、
九
月
三
日
に
第

一
回
の
会
議
を
開
催
、
空
き
家
調

査
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
協
議

山戸 　寛 議員

山本 　英 議員

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ

い
て

森
林
環
境
税
・
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
協
議
会

に
つ
い
て


